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第
14
回
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル 

サ
マ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催
報
告

　

2
0
1
2
年
9
月
5
日
、6
日
の
両
日
に
、

名
古
屋
大
学
東
山
キ
ャンパス
に
お
い
て
、第
14

回
イ
ン
タ
ー
ナ
ショナ
ル
サ
マ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
た
。サ
マ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、土
木

学
会
の
国
際
活
動
の
一
環
と
し
て
、英
語
で
の

研
究
成
果
の
発
表
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
に
よ

り
、日
本
に
滞
在
中
の
留
学
生
・エン
ジ
ニア
を

中
心
に
、国
際
交
流
と
相
互
理
解
を
深
め
る

目
的
で
企
画
さ
れ
た
。1
9
9
9
年
に
第
1

回
を
開
催
し
て
以
来
、単
独
行
事
と
し
て
開
催

さ
れ
て
き
た
が
、14
回
目
と
な
る
今
回
は
、初

め
て
全
国
大
会
年
次
学
術
講
演
会
国
際
セッ

ション
と
し
て
開
催
し
た
。な
お
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、公
益
信
託「
土
木
学
会
学
術
交
流
基

金
」の
助
成
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
。

　

1
日
目
は
、オ
ー
プ
ニン
グ
セ
レ
モニ
ー
が
長

井
宏
平
・
留
学
生
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー（
東
京

大
学
）の
進
行
に
よ
り
行
わ
れ
、上
田
多
門
・

国
際
セ
ン
タ
ー
長（
北
海
道
大
学
）の
挨
拶
に

続
き
、日
本
の
土
木
の
歴
史
、建
設
プ
ロ
ジェク

ト
、防
災
に
関
す
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

引
き
続
き
1
日
目
の
午
後
と
2
日
目
の
午

前
は
、
国
際
セ
ッ
シ
ョン
と
し
て
投
稿
さ
れ
た

90
編
の
論
文
が
合
計
15
の
セ
ッ
シ
ョン
で
発
表

さ
れ
、
ま
た
I
C
H
A
R
M（
水
災
害
・
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
国
際
セ
ン
タ
ー
）の
留
学
生

に
も
発
表
い
た
だ
き
、合
計
で
94
編
の
発
表
が

行
わ
れ
た
。
国
際
セ
ッ
シ
ョン
会
場
は
各
会
場

と
も
多
数
の
聴
講
者
が
あ
り
、活
発
な
議
論

が
な
さ
れ
参
加
者
の
間
で
有
意
義
な
情
報
交

換
が
で
き
た
よ
う
だ
。
2
日
目
の
午
後
は
、国

際
関
連
行
事
の
海
外
ゲ
ス
ト
と
合
同
で
名
古

屋
市
上
下
水
道
局
の
大
曽
根
雨
水
貯
留
施
設

を
見
学
し
た
。

　

1
日
目
の
夜
に
は
、海
外
協
定
学
協
会
や
政

府
関
係
者
も
参
加
す
る
ウェル
カ
ム
レ
セ
プ
ショ

ン
に
一
部
の
学
生
も
合
流
し
、一
堂
に
会
し
た

懇
親
会
が
催
さ
れ
、参
加
者
同
士
の
活
発
な

交
流
に
よ
り
、国
際
交
流
と
相
互
理
解
は
いっ

そ
う
深
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

今
回
、全
国
大
会
年
次
学
術
講
演
会
国
際

セッ
シ
ョン
と
し
て
の
開
催
は
初
め
て
で
あ
っ
た

が
、お
お
む
ね
好
評
で
あった
と
思
わ
れ
る
。今

回
の
反
省
点
を
改
善
し
、来
年
は
さ
ら
に
活
発

な
イ
ベン
ト
と
な
る
よ
う
に
し
た
い
。

（
土
木
学
会
国
際
セ
ン
タ
ー　

柳
川
博
之
）

平
成
24
年
度
　
ス
タ
デ
ィ
ー

ツ
ア
ー
グ
ラ
ン
ト
報
告

　

土
木
学
会
は
学
術
交
流
基
金
を
活
用
し
、

ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
グ
ラ
ン
ト（Study T

our 

Grant, ST
G

）
と
し
て
毎
年
海
外
協
定
学

会
の
推
薦
を
受
け
た
土
木
技
術
者
を
日
本

に
招
聘
し
て
い
る
。
今
年
度
は
土
木
工
学
を

学
ぶ
大
学
生
4
名
を
招
聘
し
た
。
来
日
し
た

の
はM

r. K
IM

 Eui Sung

（
韓
国
）、Mr. 

A
gung Rizky Fajri

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）、

M
s. Siriporn T

hongjaeng

（
タ
イ
）、Ms. 

H
uong T

rinh T
huy

（
ベ
ト
ナ
ム
）の
4
名

で
あ
る
。
日
本
滞
在
は
9
月
3
日
か
ら
12
日

ま
で
の
10
日
間
で
あ
っ
た
。ツ
ア
ー
の
ス
タ
ー
ト

で
あ
る
土
木
学
会
全
国
大
会
の
国
際
関
連
行

事
の
一
連
の
イ
ベン
ト
に
参
加
し
た
。
全
国
大

会
中
に
国
際
セ
ッ
シ
ョン
と
し
て
実
施
し
た
サ

マ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
発
表
者
を
は
じ
め
レ
セ
プ

シ
ョン
で
は
多
く
の
留
学
生
、ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー

ブ
ル
関
係
者
、海
外
分
会
関
係
者
と
交
流
を

持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
全
国
大
会
後
は
、人
と

防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
や
明
石
海
峡
大
橋
、土
木

研
究
所
な
ど
、防
災
に
関
す
る
施
設
、機
関
の

訪
問
を
通
じ
て
わ
が
国
の
社
会
基
盤
整
備
情

報
の
収
集
を
行った
。

　

滞
在
期
間
中
は
、都
内
の
高
層
ビ
ル
や
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
な
ど
を
目
の
当
た
り
に
し
、わ

が
国
の
土
木
事
業
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
や
土

木
技
術
の
高
さ
を
じ
か
に
見
て
、ま
た
全
国
大

会
会
場
で
あ
る
名
古
屋
大
学
で
も
土
木
国
際

教
育
の
整
備
さ
れ
た
環
境
を
知
り
、た
いへ
ん

強
い
印
象
と
興
味
を
もった
よ
う
で
あ
る
。

　

今
回
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
週
末
を
は
さ
ん
だ

こ
と
で
余
裕
を
も
た
せ
た
が
、若
者
と
し
て
の

興
味
や
視
点
で
、ま
た
土
木
工
学
の
学
生
で
あ

写真1　開会式の様子
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る
こ
と
か
ら
、土
木
構
造
物
な
ど
を
中
心
に
都

内
の
有
名
ス
ポ
ッ
ト
を
訪
問
す
る
な
ど
、日
本

滞
在
を
十
分
満
喫
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。
将

来
、彼
ら
が
土
木
技
術
者
と
し
て
の
活
動
の
範

囲
を
広
げ
る
契
機
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る

と
同
時
に
、各
国
の
協
定
学
協
会
や
海
外
分

会
と
土
木
学
会
と
の
交
流
の
さ
ら
な
る
連
携

の
強
化
につ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

（
土
木
学
会
国
際
セ
ン
タ
ー　

柳
川
博
之
）

平
成
24
年
　
秋
の
叙
勲
等 

受
章
者
（
五
十
音
順
、敬
称
略
）

叙
　
勲

◎
瑞
宝
中
綬
章

・�

尾
崎 

訒
：
名
誉
会
員　

78
歳 

（
室
蘭
工
業
大
学
名
誉
教
授
）

・�

小
野
寺 

駿
一
：
名
誉
会
員　

82
歳 

（
元
運
輸
省
港
湾
局
長
）

・�

髙
井 

俊
郎
：
フ
ェ
ロ
ー
会
員　

70
歳	

（
元
運
輸
省
第
二
港
湾
建
設
局
長
）

◎
瑞
宝
小
綬
章

・�

小
浪 

博
英
：
フ
ェ
ロ
ー
会
員　

70
歳	

（
元
建
設
省
土
木
研
究
所
研
究
調
整
官
）

・�

住
田 

陸
快
：
フ
ェ
ロ
ー
会
員　

70
歳 

（
元
神
奈
川
県
土
木
部
長
）

・�

中
田　

愼
介
：
正
会
員　

70
歳 

（
元
建
設
省
建
築
研
究
所
国
際
地
震
工
学

部
長
）

・�

馬
場 

洋
二
：
正
会
員　

70
歳 

（
元
建
設
省
土
木
研
究
所
河
川
部
長
）

・�

船
越 

洋
一
：
正
会
員　

70
歳 

（
元
北
陸
地
方
建
設
局
道
路
部
長
）	

褒
　
章				






◎
藍
綬
褒
章

・�

那
須 

充
：
正
会
員　

68
歳 

（
日
本
国
土
調
査
測
量
協
会
副
会
長
）

女
子
中
高
生
夏
の
学
校

2
0
1
2
に
参
加

　

教
育
企
画
・
人
材
育
成
委
員
会
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
推
進
小
委
員
会（
岡
村
美
好
委
員

長
）は
、今
年
も
「
女
子
中
高
生
夏
の
学
校 

2
0
1
2 

〜
科
学
・
技
術
者
の
た
ま
ご
た
ち

へ
〜
」（
主
催
：（
独
）国
立
女
性
教
育
会
館
、

日
本
学
術
会
議
「
科
学
と
社
会
委
員
会　

科

学
力
増
進
分
科
会
」「
科
学
者
委
員
会　

男

女
共
同
参
画
分
科
会
」）に
参
加
し
た
。
今
年

は
、当
小
委
員
会
岡
村
美
好
委
員
長
が
企
画

委
員
と
し
て
運
営
に
携
わった
。

　

女
子
中
高
生
夏
の
学
校
は
、女
子
中
高
生

に
科
学
技
術
の
世
界
に
触
れ
る
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
2
0
0
5
年
か
ら

開
催
さ
れ
て
い
る
、合
宿
形
式
の
体
験
型
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
る
。
保
護
者
や
教
員
向
け
の
セッ

シ
ョン
も
同
時
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
は
、

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
影
響
に
よ
り
会

場
と
な
る
国
立
女
性
教
育
会
館
が
使
用
で
き

ず
、規
模
を
縮
小
し
て
土
木
学
会
を
会
場
と

し
て
開
催
し
た
。
今
年
は
例
年
通
り
の
開
催

と
な
り
、女
子
中
高
生
1
1
8
名
、保
護
者
・

教
員
30
名
が
参
加
し
、2
0
1
2
年
8
月
9

〜
11
日
の
3
日
間
に
わ
たって
、講
演
、実
験
教

室
、ポ
ス
タ
ー
セッ
ション
、ワ
ー
ク
ショップ
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
た
。

　

土
木
関
連
で
は
、
地
盤
工
学
会
、
土
木
技

術
者
女
性
の
会
、全
国
土
木
系
女
子
学
生
の

会
が
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
多
く
の
女
子
中
高

生
が
見
学
に
訪
れ
た
。
ま
た
、
今
年
も
当
小

委
員
会
の
委
員
の
所
属
企
業
か
ら
、
女
性
土

木
技
術
者
の
ポ
ス
タ
ー
や
参
加
者
への
景
品
の

提
供
を
い
た
だ
い
た
。
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
企
画

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
作
成
す
る
「
才さ
い

媛え
ん

双す
ご

六ろ
く
」
で
は
、
20
チ
ー
ム
の
う
ち
2
チ
ー
ム
が
土

木
に
関
係
す
る
テ
ー
マ
を
選
ぶ
な
ど
、
土
木

の
仕
事
が
女
子
中
高
生
の
理
系
選
択
の
先
に

あ
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ

れ
ら
の
ポ
ス
タ
ー
を
含
む
夏
の
学
校
の
様
子

は
、
当
小
委
員
会
の
ウ
ェブ
サ
イ
ト（http:// 

com
m
ittees.jsce.or.jp/education03/

）

に
お
い
て
も
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　

女
子
中
高
生
の
夏
の
学
校
に
は
当
小
委
員

会
の
発
足
時
か
ら
関
わって
き
た
。
女
子
中
高

生
の
理
系
選
択
は
、女
性
土
木
技
術
者
と
し

て
の
キ
ャ
リ
ア
選
択
の
第
一
歩
で
あ
る
。
ま
た
、

何
よ
り
、若
い
世
代
の
希
望
に
満
ち
た
笑
顔
に

触
れ
る
こ
と
は
、私
た
ち
が
活
動
を
続
け
る
た

め
の
励
み
と
な
る
。今
後
と
も
参
画
を
続
け
た

い
と
考
え
て
い
る
。

（
教
育
企
画
・
人
材
育
成
委
員
会 

ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
小
委
員
会 

幹
事
長　

山

田
菊
子
）

Lunch C
afé D

. D
. 

開
催
さ
れ
る

　

教
育
企
画
・
人
材
育
成
委
員
会
ダ
イ
バ
ー

写真1　土木学会と土木技術者女性の会のスタッフ
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ニュース News

シ
テ
ィ
推
進
小
委
員
会（
岡
村
美
好
委
員
長
）

は
、土
木
学
会
平
成
24
年
度
全
国
大
会（
第

67
回
年
次
学
術
講
演
会
）
開
催
期
間
中
の

2
0
1
2
年
9
月
6
日（
木
）
に
、Lunch 

Café D
. D

. 

（
L
C
D
D
、
ラ
ン
チ
・
カ

フ
ェ
・
ド
ボ
ク
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）を
開

催
し
た
。

　

土
木
分
野
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
に
関

心
を
お
持
ち
の
方
に
集
ま
って
い
た
だ
き
、軽

い
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
気
軽
な
情
報
交
換
を

行
って
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

あ
る
。
実
施
に
あ
た
って
は
、連
携
す
る
地
盤

工
学
会 

男
女
共
同
参
画
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

に
関
す
る
委
員
会
よ
り「
サ
ロ
ン
・
土ド

・
カ
フェ 

W
」
の
企
画
、
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ご
提
供
い

た
だ
い
た
。

　

カ
フェに
は
36
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。
男

性
が
35
％
、
女
性
が
65
％
で
あ
る
。
男
子
も

含
め
た
6
名
の
学
生
も
含
ま
れ
て
い
る
。
女

性
は
20
歳
代
が
、
男
性
は
40
歳
代
が
多
か
っ

た
。

　

カ
フ
ェで
は
ま
ず
、
家
田
仁 

土
木
学
会
副

会
長
の
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、「
あ

な
た
に
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
は
い
ま
す
か
」
な
ど
を

聞
く
「
手
挙
げ
ア
ン
ケ
ー
ト
」な
ど
で
緊
張
を

ほ
ぐ
し
、フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
の
主
導
の
も
と
、グ

ル
ー
プ
ご
と
に
日
々
、
考
え
て
い
る
こ
と
な
ど

に
つい
て
、気
軽
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

普
段
は
接
す
る
こ
と
の
な
い
方
々
と
の
会

話
を
楽
し
め
た
と
の
感
想
を
多
く
い
た
だ
い

た
一
方
で
、テ
ー
マ
や
課
題
を
設
定
し
な
か
っ

た
た
め
に
、内
容
が
発
散
し
た
と
の
指
摘
も
い

た
だ
い
た
。
さ
ら
に
、土
木
学
会
に
お
い
て
は
、

「
女
性
技
術
者
の
働
き
や
す
さ
の
向
上
」
の

ほ
か
に
も
、多
様
な
年
齢
層
、分
野
の
方
々
と

の
協
働
の
取
組
み
に
も
目
を
向
け
る
べ
き
で

あ
る
と
の
ご
意
見
も
あ
っ
た
。
今
後
の
活
動
の

方
向
性
を
検
討
す
る
際
の
視
点
と
し
て
留
意

し
た
い
。
社
会
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
委
員
会
の

委
員
の
参
加
も
あ
り
、
開
催
の
様
子
は
早
々

に
土
木
学
会
のfacebook page

で
紹
介
し

て
い
た
だ
い
た
。
土
木
学
会
内
で
の
連
携
の
可

能
性
に
も
気
が
つい
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

L
C
D
D
の
開
催
を
通
じ
、顔
を
合
わ
せ

て
話
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
実
感
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
と
主
催
者

が
と
も
に
楽
し
め
る
時
間
を
持
て
た
こ
と
は
、

大
き
な
喜
び
で
あ
る
。

　

開
催
に
あ
た
って
は
、地
盤
工
学
会
、土
木

技
術
者
女
性
の
会
中
部
地
区
、名
古
屋
大
学

地
盤
工
学
講
座
の
み
な
さ
ま
方
に
、
多
く
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
全
面
的
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い

た
。
こ
こ
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

（
教
育
企
画
・
人
材
育
成
委
員
会
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
推
進
小
委
員
会　

幹
事
長　

山
田

菊
子
）

写真1　参加者の集合写真

図1
ポスター

64土木学会誌 vol.98 no.1 January 2013


